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 対象の経験年数は 1～35 年（平均 19.37±8.78 年）であった。カテーテル到達時間 30 秒以上を
課題未達成とし、モニターあり群 3 回（3 名）、モニターなし群 1 回（1 名）を除外して分析した。  
カテーテル到達時間の平均±標準偏差は、モニターあり群 11.11±2.73 秒、モニターなし群
11.82±3.80 秒であり、2 群間に有意な差はみられなかった（t=-.473、p=.642）。最長と最短の時
間差は、モニターあり群 8.69±6.53 秒、モニターなし群 10.60±2.46 秒であり、2 群間に有意な差
はみられなかった（t=-.824、p=.422）。 
 カテーテル移動距離の平均±標準偏差は、モニターあり群 232.36±65.77pixel、モニターなし群
221.83±60.22 pixel であり、2 群間に有意な差はみられなかった（t=.362、p=.722）。最長と最短









＊本研究は、第 38 回日本看護科学学会学術集会（2018 年 12 月）にて発表予定である。  
 
